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Ⅷ　財政指標（参考）

 1.　経常収支比率

　　財政構造の弾力性を示す経常収支比率は、市町村平均92.0％（前年度91.5％）､市平均93.4％（前年度

　92.9％）、町村平均89.0％（前年度88.5％）と、市平均及び町村平均ともに前年度を上回ったことにより、

　全体として高い水準となった。

　　市町村平均を項目別に見ると、人件費分は19.1％と前年度（18.3％）に比べ0.8ポイント増加、

　公債費分は16.8％と前年度（17.3％）に比べ0.5ポイント減少した。

　　経常収支比率が90％以上の団体は全体の55.0％の22団体（前年度22団体）だった。

第35表  経常収支比率の推移 （単位：％）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

93.5 89.0 92.2 92.9 93.4

人 件 費 18.5 17.2 18.0 17.8 18.6

公 債 費 18.6 17.7 18.1 17.9 17.4

90.1 85.1 88.2 88.5 89.0

経 常 収 支 比 率 人 件 費 20.9 18.8 19.5 19.4 20.2

公 債 費 16.6 15.5 16.0 15.9 15.3

92.4 87.8 91.0 91.5 92.0

人 件 費 19.2 17.7 18.4 18.3 19.1

公 債 費 18.0 17.0 17.5 17.3 16.8

※いずれも加重平均

第７図  経常収支比率の推移
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Ⅰ　概況

　１．事業数及び職員数

　（１）事業数

第１表　事業数

上 水 道 27 27 27 27 27 0

簡 易 水 道 2 2 2 2 11 9

工 業 用 水 道 2 2 2 2 2 0

交 通 2 2 2 2 2 0

病 院 19 19 19 19 19 0

と 畜 場 1 1 0 0 0 0

下 水 道 42 42 42 45 85 40

計 95 95 94 97 146 49

簡 易 水 道 11 11 10 10 0 皆減

市 場 4 4 4 4 4 0

と 畜 場 1 1 1 1 1 0

観 光 施 設 4 4 4 4 4 0

宅 地 造 成 3 3 3 3 3 0

駐 車 場 3 3 3 3 3 0

介護サービス 3 3 3 3 3 0

下 水 道 43 44 44 41 1 △ 40

計 72 73 72 69 19 △ 50

167 168 166 166 165 △ 1

（注1）上水道事業と同一の特別会計で行われている法適用簡易水道事業については、上水道事業に含まれている。

（注2）事業数には、想定企業会計も含まれている。
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　令和６年度末における事業数は165事業で、前年度末に比べ１事業（0.6％）減少している。

　また、地方公営企業法の適用状況については、法適用企業が146事業（88.5％）、法非適用企業が19事業（11.5％）

となっている。［第１表］

第第二二　　公公　　営営　　企企　　業業　　会会　　計計

Ｒ 2 年 度 Ｒ 3 年 度 Ｒ 4 年 度 Ｒ 5 年 度 Ｒ 6 年 度
対 前 年 度
増 減 数
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（単位：人）

法 適 用 法非適用 計 法 適 用 法非適用 計 法 適 用 法非適用 計

上 水 道 648 0 648 641 0 641 △ 7 0 △ 7

簡 易 水 道 3 14 17 15 0 15 12 皆減 △ 2

工 業 用 水 道 3 0 3 2 0 2 △ 1 0 △ 1

交 通 405 0 405 405 0 405 0 0 0

病 院 6,905 0 6,905 6,760 0 6,760 △ 145 0 △ 145

市 場 0 58 58 0 57 57 0 △ 1 △ 1

と 畜 場 0 0 0 0 0 0 0 0 0

観 光 施 設 0 0 0 0 0 0 0 0 0

宅 地 造 成 0 0 0 0 0 0 0 0 0

駐 車 場 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護サービス 0 29 29 0 29 29 0 0 0

下 水 道 310 51 361 350 0 350 40 △ 51 △ 11

計 8,274 152 8,426 8,173 86 8,259 △ 101 △ 66 △ 167

第２表　職員数

　（２）職員数

　

　令和６年度末現在の職員数は8,259人で、前年度末に比べ167人（2.0％）減少している。

　主な増減を事業別にみると、病院事業で145人減となっている。［第２表］

 事　業

Ｒ 5 年 度 Ｒ 6 年 度 対 前 年 度 増 減 数年　度 
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（単位：人）

法 適 用 法非適用 計 法 適 用 法非適用 計 法 適 用 法非適用 計
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下 水 道 310 51 361 350 0 350 40 △ 51 △ 11

計 8,274 152 8,426 8,173 86 8,259 △ 101 △ 66 △ 167

第２表　職員数

　（２）職員数

　

　令和６年度末現在の職員数は8,259人で、前年度末に比べ167人（2.0％）減少している。

　主な増減を事業別にみると、病院事業で145人減となっている。［第２表］

 事　業

Ｒ 5 年 度 Ｒ 6 年 度 対 前 年 度 増 減 数年　度 

　２．決算規模

第３表　決算規模 （単位：千円、％）

増 減 数 増 減 率

上 水 道 39,994,762 43,448,045 3,453,283 8.6

簡 易 水 道 368,162 1,147,358 779,196 211.6

工 業 用 水 道 345,167 360,572 15,405 4.5

交 通 4,047,136 4,358,892 311,756 7.7

病 院 105,587,968 111,280,509 5,692,541 5.4

と 畜 場 0 0 0 －

下 水 道 44,551,183 51,201,611 6,650,428 14.9

計 194,894,378 211,796,987 16,902,609 8.7

簡 易 水 道 833,750 0 △ 833,750 皆減

市 場 1,593,692 1,723,786 130,094 8.2

と 畜 場 1,272,999 1,290,704 17,705 1.4

観 光 施 設 109,297 148,387 39,090 35.8

宅 地 造 成 2,343,979 2,056,829 △ 287,150 △ 12.3

駐 車 場 429,648 428,526 △ 1,122 △ 0.3

介護サービス 180,209 208,851 28,642 15.9

下 水 道 8,176,691 30,033 △ 8,146,658 △ 99.6

計 14,940,265 5,887,116 △ 9,053,149 △ 60.6

209,834,643 217,684,103 7,849,460 3.7

　

　決算規模（法適用企業にあっては「総費用－減価償却費＋資本的支出｣、法非適用企業にあっては「総費用＋資本的支出

＋積立金＋前年度繰上充用金」）は、2,176億8,410万3千円で、前年度に比べ78億4,946万円（3.7％）増加している。

　また、決算規模を事業別にみると、病院事業が最も大きく（1,112億8,050万9千円、51.1％）、次いで下水道事業（512

億3,164万4千円、23.5％）、上水道事業（434億4,804万5千円、20.0％）となっている。[第３表]
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　３．経営状況

　（１）法適用企業

　

第４表　決算状況（法適用企業） （単位：千円、％）

169,076,133 170,054,544 169,894,605 167,529,873 173,761,182

163,111,507 162,558,263 163,557,618 164,868,585 175,986,584

8,427,296 9,939,235 8,345,742 7,270,834 6,115,555

2,462,670 2,442,954 2,008,755 4,609,546 8,340,957

62,291,221 57,748,482 43,788,404 47,673,184 52,756,002

4,566,842 3,218,226 3,559,916 5,428,961 7,900,095

95 95 94 97 146

26 23 27 27 45

41 40 38 40 55

11 10 9 11 20

割合 (Ｆ)／(Ｅ)×100

の割合 (Ｇ)／(Ｅ)×100

の割合 (Ｈ)／(Ｅ)×100

37.7

30.8

(Ｆ)

累積欠損金を有する
事 業 数

不良債務を有する
事 業 数

42.143.2 41.2

事 業 数

27.8

累積欠損金を有する事業数

不良債務を有する事業数

純損失を生じた事業数の

(Ｅ)

純 損 失 を 生 じ た
事 業 数

28.727.4 24.2

純 損 失

不 良 債 務 額

(Ｈ)

(Ｇ)

40.4

Ｒ 6 年 度Ｒ 4 年 度 Ｒ 5 年 度

累 積 欠 損 金

Ｒ 3 年 度

純 利 益

総 収 益 (Ａ)

(Ｂ)総 費 用

101.6
(Ａ)／(Ｂ)×100

総 収 支 比 率
103.7

10.511.6 9.6 13.711.3

98.7103.9104.6

　総収益は1,737億6,118万円2千円、総費用は1,759億8,658万4千円で、総費用が総収益を22億2,540万2千円上回ってい

る。黒字事業は101事業（対前年度比31事業増）、赤字事業は45事業（同18事業増）となっている。

　総収支比率は98.7％で、前年度の101.6％に対し2.9ポイント減少している。これを事業別にみると、上水道事業が

109.6％(対前年度比0.7ポイント減)、簡易水道事業が103.5％（同1.4ポイント減）、工業用水道事業が79.1％（同13.5ポ

イント減）、交通事業が94.3％（同3.2ポイント増）、病院事業が93.0％（同4.3ポイント減）、と畜場事業が0％（同増減

なし）、下水道事業が106.6％（同2.3ポイント減）となっている。

　純損失を生じた事業は45事業（対前年度18事業増）であり、累積欠損金を有する事業は55事業（同15事業増）である。

　不良債務のある事業は20事業（対前年度9事業増）となっている。事業別では、病院事業7事業（同2事業増）、下水道事

業12事業（同7事業増）、交通事業1事業（同増減なし）となっている。［第４・５表］

年　度 

 項　目

Ｒ 2 年 度
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年　度 

 項　目

Ｒ 2 年 度

第５表　事業別決算状況（法適用企業）

32,955,872 1,212,222 121,315 3,956,998 96,904,669 0 38,610,106 173,761,182

30,073,840 1,171,156 153,450 4,195,804 104,180,297 0 36,212,037 175,986,584

　
　

2,947,000 53,444 0 72,582 103,416 0 2,939,113 6,115,555

64,968 12,378 32,135 311,388 7,379,044 0 541,044 8,340,957

1,164,562 12,378 25,077 4,060,157 38,020,175 0 9,473,653 52,756,002

0 0 0 118,599 4,489,962 0 3,291,534 7,900,095

27 11 2 2 19 0 85 146

3 2 2 1 14 0 23 45

1 2 1 2 13 0 36 55

0 0 0 1 7 0 12 20

(Ｆ)／(Ｅ)×100

(Ｇ)／(Ｅ)×100

(Ｈ)／(Ｅ)×100

第６表　事業別資本的収支状況 （単位：千円）

7,727,700 98,100 211,400 269,500 4,949,100 0 14,483,600 27,739,400

933,605 263,398 33,677 304,673 4,719,241 0 5,296,138 11,550,732

1,719,986 △ 31,448 0 3,162 574,699 0 4,148,506 6,414,905

10,381,291 330,050 245,077 577,335 10,243,040 0 23,928,244 45,705,037

17,168,039 139,325 218,112 273,076 6,659,829 0 11,186,357 35,644,738

7,064,393 508,610 52,529 338,809 7,406,490 0 25,579,808 40,950,639

1,804,411 5,555 7 46,529 80,466 0 33,081 1,970,049

26,036,843 653,490 270,648 658,414 14,146,785 0 36,799,246 78,565,426

15,236,906 325,718 25,571 81,079 3,503,333 0 10,698,269 29,870,876

418,646 0 0 0 400,412 0 2,178,070 2,997,128

（注）資本的収入のうち翌年度への繰越財源及び前年度同意（許可）債で今年度収入分については「他会計繰入金」

　　　又は「その他」で調整している。
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0.0
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　（２）法非適用企業

第７表　事業別決算状況（法非適用企業） （単位：千円）

総 収 益

総 費 用

収 支 差 引

資 本 的
収 入

資 本 的
支 出

収 支 差 引

30,033

と 畜 場 観光施設 宅地造成 下 水 道駐 車 場
介　　護
サービス

100,103

△ 169

2,037,096

事業 

 項目

簡易水道 市　　場

48,278 112,784

1,432

0 1,072,163 991,344

170,7030 396,743

計

0 1,334,624 3,209,6091,140,583 153,218 20,522 353,412 207,250 0

2,706,504

0 262,461 149,239 53,115 789 037,670 503,105

315,74219,733

2,037,096

0 0△ 39,277 0

0

30,03373,507

207,419

2,743,734

0 609,030 3,116,934

34,220

278,281 1,432

△ 373,200

0 50,174 41,661 39,057 789 0△ 1,607 △ 169 129,905

0 42,593 21,079 6

3,48429,6056770 68,221

63,6780 00 0

0

1,4660

0

219,900027,998 3,315

164,3891,3890

75,802 62,484 48,835

62,484 4,58364,620 27,998 3,315

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

41,902 9,784

0 △ 212,287 △ 107,578 △ 14,058

0 0

収益的支出に
充てた地方債

0 0

0 0 0 0 0

0 00 0

0 00

0

収 支 再 差 引

積 立 金

前年度からの
繰 越 金

実 質 収 支

前 年 度
繰 上 充 用 金

翌年度に繰越
す べ き 財 源

形 式 収 支

0 0

　収益的収支では、総収益32億960万9千円に対し、総費用は27億650万4千円で5億310万5千円の黒字となっている。一方、資本

的収支は27億4,373万4千円の収入に対し、支出は31億1,693万4千円で、3億7,320万円の赤字となっている。

　収支再差引では、1億2,990万5千円の黒字となっており、これを事業別にみると、介護サービス事業が16万9千円、駐車場整

備事業が160万7千円の赤字であり、他の事業は黒字となっている。［第７表］

0 11,182 0 44,252

153,673

0

0

55,51177
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　（２）法非適用企業

第７表　事業別決算状況（法非適用企業） （単位：千円）

総 収 益

総 費 用

収 支 差 引

資 本 的
収 入

資 本 的
支 出

収 支 差 引

30,033

と 畜 場 観光施設 宅地造成 下 水 道駐 車 場
介　　護
サービス

100,103

△ 169

2,037,096

事業 

 項目

簡易水道 市　　場

48,278 112,784

1,432

0 1,072,163 991,344

170,7030 396,743

計

0 1,334,624 3,209,6091,140,583 153,218 20,522 353,412 207,250 0

2,706,504

0 262,461 149,239 53,115 789 037,670 503,105

315,74219,733

2,037,096

0 0△ 39,277 0

0

30,03373,507

207,419

2,743,734

0 609,030 3,116,934

34,220

278,281 1,432

△ 373,200

0 50,174 41,661 39,057 789 0△ 1,607 △ 169 129,905

0 42,593 21,079 6

3,48429,6056770 68,221

63,6780 00 0

0

1,4660

0

219,900027,998 3,315

164,3891,3890

75,802 62,484 48,835

62,484 4,58364,620 27,998 3,315

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

41,902 9,784

0 △ 212,287 △ 107,578 △ 14,058

0 0

収益的支出に
充てた地方債

0 0

0 0 0 0 0

0 00 0

0 00

0

収 支 再 差 引

積 立 金

前年度からの
繰 越 金

実 質 収 支

前 年 度
繰 上 充 用 金

翌年度に繰越
す べ き 財 源

形 式 収 支

0 0

　収益的収支では、総収益32億960万9千円に対し、総費用は27億650万4千円で5億310万5千円の黒字となっている。一方、資本

的収支は27億4,373万4千円の収入に対し、支出は31億1,693万4千円で、3億7,320万円の赤字となっている。

　収支再差引では、1億2,990万5千円の黒字となっており、これを事業別にみると、介護サービス事業が16万9千円、駐車場整

備事業が160万7千円の赤字であり、他の事業は黒字となっている。［第７表］
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0
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　４．一般会計からの繰入金の状況

第８表　一般会計繰入金の状況 （単位：千円、％）

と 畜 場 0.0

61.4

0.0

20.3

交 通

 事　業

上 水 道

0.0

43.1

73.4

法

非

適

用

企

業

簡 易 水 道

市 場

　

　一般会計から公営企業会計に繰入された額は、法適用・法非適用合わせて412億5,852万1千円で、前年度の410億5,102

万8千円に比べ、2億749万3千円（0.5％）増となっている。

　なお、全事業を通じ、最も繰入額が多いのは病院事業で188億6,156万6千円であり､繰入総額に占める割合も45.7％と

なっている。［第８表］

40.7簡 易 水 道 363,898 263,398 627,296

区　分 

法

適

用

企

業

工 業 用 水 道

22.1

1,432

348,948 967,813

0

48.9

28,739,976 11,550,732 40,290,708 16.5

0.0

宅 地 造 成

駐 車 場

下 水 道

介護サービス

計

51.4

30,033 30,033

85,26083,828

17.816.2

繰 入 率

収 入 額資本的収入分収益的収入分

0.0 0.00.0

52.8

23.7

3.8

0.0

14.9

14.6

32.1

8.5

46.1

0.0

12.6

7.7

208.5

0.9

31.3

17.6

28.3

8.2

0.0

30.0

0.4

18.4

73.0

5.0

9.213.7

25.3

0.0

2.3

58.2

19.7

1,249,540 933,605 2,183,145

0

30.0 79.8

9.0

病 院

下 水 道

計

33,677

892,981

（Ａ） (Ａ) ＋ (Ｂ)（Ｂ）

33,677

588,308 304,673

0

261,356

0 0

243,460

12,395,905 5,296,138

14,142,325 4,719,241 18,861,566

0

7.617,983

17,692,043

105,575

0

504,816

41,258,521

618,865

224,146

0

420

0.0

0

17,887 96

73,507

合 計

と 畜 場

計

29,358,841 11,899,680

105,155

0

観 光 施 設

150,639

0

Ｒ ６ 年 度 繰 入 金

収益的収入分 資本的収入分


